
CTCA(チャネル間結合装置)

+SS4 VOS3

ジョブの入力

結果の出力

グローバルプロセッサ

VOS3

JSS4

スフール

共用

データ

セット

コンピュータ
コンピュータ

周辺機器

端末機器

･情報処理

制笹P用コンピュータ

L C M Pの

コンソ‾ル リモートパッチ端末群
オペレーション

CTCA

注:略語説明

LCMP(Loosely Coupled Mu【ti-Processor)

VOS3(Vi｢t=alStorage Operating System3)

+SS4(+ob Schedute Status4)

CTCA(Channeland Traffic Control)

TSS(Tlme Sharlng SYStem)

図I LCMPの構成

LSI技術,f去送技術の急速な発達を背景にして,コンビューータシステム

の目覚ましい発展と普及が進んでいる｡大形計算機はますます大規悦 高
性能化する一‾方,小形機は一一段と高機能化･高性能化L,Lかも低廉化す

ることにより,コンビュ【タシステムの適用分野,利用布層の急場な拡大

が進み,情報システムの高度化と普遍化が進行Lてし-る｡

世界最大級計算機HITAC M-200H8台が1個のシステムとして機能し,
多彩な利用形態での高性能を発揮して,しかも運転,管理が容易な疎結介

マルチプロセッサシステムをVOS3のもとに開発L,東京大学大巧■む汁算機

センターで稼動に入ろうとLている｡

日本電信電話公社が提供する商用タイムシェアリングシステムや直営シ

ステムのためのDIPSllモデル5,及びFCPをはじめとLて,小形機の分野

でも,32ビット演算装置をもつスーパーミニコンピュータE/800や,16ビ

ット演算を主体とする高速ミニコンピュータE/600c乃開発,L/320-30札
50Hなど最新のLSI技術,メモリ素子を駆催した新鋭機を開発Lた｡

これまで我が国の情報処坪の普及の自一丁に横たわっていた漢字処理を巡る
技術課凄も見事に突破され,漢字入出力などの日本語処理機器が数多く開

発され始めている｡L/320-30H,50Hのオフィスコンビューータ,L/3仙

330の中小形機でも,人形機と整合性のある漠′;▼:システムを開発した｡また

漢字ビデオ端末,中通二普及形漢字プリンタの開発は､漢′子二処理の実川化を

推進するものとなるであろう｡

ハードウェアの高性能,高機能化とあいまって,ソフトウェア叫一日こ充強
化も着々と阿られている｡FORTRAN77,APL,デーー夕べース

ー′亡管理
用テイクショナり,ディ レクトリ管理ソフトウエアなどが大形オペレーテ

ィングシステムのもとで開発される一方,小形機のためのNHELP/IF,
PDMII,DCCMを開発Lた｡

恥召機器,端末の分野にも,LSI,メモリ技術が適用され,高性能,大

容量,更に現下の社会的ニーズにこたえる省資楓 省エネルギー形機器を

次々と開発Lた｡

以-1二述べたような,前進した技術を駆付した情幸枝システムが今後続々と

恥呪するものと思われるが,その先駆として,野村証券株式会社での大規

模な分散形総合オンラインシステムにみることができる｡

しかし,ハートrフェア,ソフトウェアの技術進歩と,情報処理の高度化と
普及は,システム開発に当たっての開発要員の不足,開発力の払低という

新たな問題を投げかけている｡これらのニーズにこたえるため,汎用医事

システムパッケージ,分散形/対話形開発ツ【ル …CORAL∴システム計
画から連用までの各段隅を-一貫した思想に基づいて支揺するl･HIPACE'1な

ど,多彩なアプローチによるソフトウェア生産惟向上策を開発した｡

制御用コンピュータの分野でも,二れまで述べてきたことはそのまま当

てはまる｡

HIDIC80/80Eによるマルチコンヒューータシステム,マイクロコントローラ

"HIDICO8-LC''の開発は.プロセス削御を-一一段と高度化L,普及させる

ものとなるであろう｡標準プロセス入山力管理システム"PDMS''は,シ

ステム開発の分散化,開発車産惟,信煩性の向上に寄与するであろう｡ま

た高相純度カラ【モニタ,牛産現場向け端末の開発は,LSI化による高信

頼惟,高機能を実現したものである｡
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+SS4 VOS3

TSS端末群
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コンピュータ

疎結合マルチフ戸口セッサシステム

の開発

`屯j'一計笥二機グ=心用範帥と別同者層の

急速な拡人は今後も予測され,経済作

グ)高い人現佗計算機システムの実現が

大学や研了E吋iの大巧一指†一等機センタ及び

か業の計笥ニセンタち･どかJ)特に要求さ

れている.｡ニーて♂‾)主左･もグ)を次に述

/ヾる

(1)多端人TSS(Time Sharing Sys-

tem)やバ･ソナ処理で非常に大きな処

確能ブJをもつr､

(2)多数の利用一斉が,l石川キに計算機を

多様な形態で利蛸可能とし,かつ各々

の処理形態を岳作能に発揮できる｡

(3)システムか大形化Lてら.センタ

要員ク‾)榔川1かないようにシステムの遵

Ilなこ,腎坪か谷観である〔)

(4)要求される処上鮒巨力は牛々大幅に

増加するため,Jエ範囲な才は張性,発展

什がある｡

二のような背景から､疎結合マルチ

プロセソサンステムをHITAC M シリ

ーて､の般トイ_､とOS(Operating System)

であるVOS3(VirtualStor昭e Opera-

ting System3)のもとで開発した｢,こ

れは,興機椎の1汁斡機をも含めた復数

計算機を,ファイルなどの必要最小限の

蜜柑を共有するだけで,全体を1佃の

システムと同等の湛円を可能とLたシ

てテムである(図1卜Jニグ〕疎結合マル

チフロセソサは,HITAC Mシリーズ

の/､=-ドゥエア及びソフトウェアアー



図2 DIPS-1けモデル5(左)及びFCP(右)試作装置の外観(手前は,

コンソールタイプライタ)

表I LCMPとTCMPの比較

図3 HITAC+-320′･/30H,50Hの外観

項蕃 項 目 TCMP +CMP

l 構 成

複数プロセッサが 七っ全システムが多重系
つ主記憶装置を共有 (主記憶装置,OSもプロセッサごとにもつ｡)

(‾〕OSは一つ (二)各システムのプロセッサはTCMPでもよし､｢､

2 運用操作
リ完全に1システムオペレーション 二Jlシステムオペレーション

(データベース,ファイルなど) し〕分割運転が容易

3

4

信頼性

性能

し1主音己憶,OS7うてひとつであるため,二の部分 (⊃主記憶.OSが独立Lてあるため全システム

の障害によって全システムダウンとなる二

とがある｡

マルチプロセッサのオーバヘッドがある｡

ダウンが少ないリ

リマルチプロセッサのオーバヘッドが小さく.

し〕メモリバンクの荒琵合による遅れ 各プロセッサの能力が発揮できる｡特に,

L‾)OS内のロックのぶつかりによる遅れ 3台以上のCPU能力を要求される場合に有効

5 拡 張 性

･二〕拡張性に制約がある‥ 拡張性が大きい｡

(主記憶装置容量.プロセッサ台数など) ･ノニ〉主記憶装置は各プロセッサごとに最大メモ
りが利用できる｡

(⊃異機種によるマルチプロセッサが可能

注:略号説明 TCMP(T･g仙Y Coupled MulいProcessor)os(Operat■ng System)

CPU(中央処理装置)

キテクチャの範囲内で従来♂〕限界を大

幅に向卜させ,上記ニーズを充足する.,

密結合マルチプロセッサでは1システ

ム当たり,CPU(中央処理装置)4

台,七記玉音装置谷呈16Mバイト,4チ

ャネル32本グ)卜限がある｡これを疎結

合マルチプロセ･ソサでは8倍まで･jlき

卜げ､これらを1システムとLて運転

する｡密結合マルチプロセ､ソサと比較

Lた疎結合マルチプロセッサの特長を

表】に示す｡東京大･羊大11i一指十算機セン

ターは,世界でも頬をみないHITAC M-

200H8≠i,64Mバイトから成る1昧結fナ

マルチプロセッサの超大形システム構

成で,昭和56年1月から稼動の千定で

ある｡

日本電信電話公社データ通信

サービス用新形･情報処理装置

｢DIPS-11/5シリーズ+の開発

データ通信の普及を図るため,経消的

で高性能の情報処理装置DIPS(Denden

koshaInformation Processing Sys

tem)-11/5シリーズのモデル5,FCP

(ファイル制御処理装置)を口本電信電

話公社とj七同で開発した(図2)｡各装

置ともLSIや64kビットメモリ素子

などを採用し,装置の小形化,大幅な

価格性能比及び信相件の向_Lを岡/ノて

いる｡

モデル5は,中規模デ【タ通信への

DIPS(7)適用拡大をねらった汎用中形

処理装置である｡FCPは､フ7イル

及びデータベース処理をホストコンビ

ュー一夕から分離し,分散処理する装置

である｡既存の汎用計算機システムに

FCPを接続することにより,システ

ムの処玉里能力向卜が採れる｡

HITAC L-320/30H･50Hの

開発

HITAC L-320システムの新シリー

ズとして,漢字機能,クラスタ機能の

強化及び日本喜吾文書処理機能を支援

したHITAC L-320/30H,50Hシステ

ムを開発した｡本システムは,従来の

HITAC L-320システムと ソフトウェ

アの召二模作を似ちなから,本格的な漢

字システムの構築が可能な分散処理用

一≦準1

鞘

■■

コンピュータ,又は′ト形オフィ スコン

ビュMタとLて,各椎の新しい機能を

もってし､る｡なかでも,データ処理と

日本語‾文吉処二曙とを同一のシステムで

実現できることは,オフィスオートメ

ーション機器とLての分野に新しい市

場が期待できる(図3)｡

主な特長を二大に述べる｡

(1)洪ノよニコードとして,超大形システ

ムから一貫LたKEIS(KanjiProces-

Sing ExtendedInformation System:

漢字情報処理システム)コードを採用し,

JIS第1水準を含む3,500了二種,■丈はJIS

第1水準とJIS第2水準を含む8,000字

種まで取扱い可能な本格的なi英字シス

テムである｡

(2)導人の当初は,′ト規模なシングル

ステ【ションシステムであっても,業

務の拡張に伴い川頁二大り【クステーショ

ンを増設することが可能である｡

(3)マスタステMション,ワークステ

ーションで,各々独立にワークステー

ション数×2個の業務プログラムを同

時に実行させることができる(デュア

ルジョブ機能)｡

(4)外形寸法がフロッピディスク装置

とほぼ同一で,かつ18あるいは36Mバ

イト/台という記憶容量をもつ,小形

大容量の固定ディスクを30Hで1台,

50Hで二最大2子音まで接続できる｡

(5)原始‾丈の翻訳,修jtをHITAC M

及びLシリーーズのホストコンピュータ

で行なうホスト形COBOLを支援した｡

ホストで開発したフロログラムは,HITAC

L-320/30H,50Hにフロッピディスク,

又は回線を介して伝送し,実行するこ

とができる｡

(6)日本語文書処理ソフトウェアを
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図4 HITAC+-330及びL-340さ美幸システム用漢字ディスプレイ

及び漢字プリンタ

HITAC L-320/30H,50Hのワークス

テ”ションにロードすることにより,

日本語文書処理か可能となる｡本機能

としては,片仮名漢字変換入力機能,

略号入力機能,校iE編集機能,罫線枠

空け機能などがある｡

H｢｢AC L-330及びトL-340漢字

システム

分散コンピュータシステムHITAC

L-330,L-340に,KEIS(KanjiPro-

CeSSing ExtendedInformation Sys-

tem:漢字情報処理システム)を実現し

た(図4)｡本システムの特長は,HITAC

Mシリーズと一貫した支授を行なう こ

とにより,機能分散,処理分散を可能

とし,また使いやすさとシステム建設

の容易さを追求した｡

(1)漢字コードとLてJIS第1水準を含

む4,000字種,又はJIS第1水準とJIS

第2水準を含む8,000字椎まで取り扱い

可能な本格的な漢字システムである｡

(2)i英字ディスプレイ(HT-5425-Dll)

により,24×24トソト明朝体文7:を960

字/画面の表示が可能である｡

(3)漢字プリンタとして,インクジェ

ットプリンタ(HT-j353)85′子/秒,

及びワイヤドット70リンタ(HT-5341)

35字/秒を利用できる｡

(4)アプリケーションプログラムに,

姓名,住所片仮名i莫字変換プログラム,

文書編集印刷プログラム(L-340)を追

加した｡
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図5 Hn‾AC E-800システム

ミニコンピューク"HITAC

E-800及びE-600”の開発

HITAC E-800及びE-600は,多様化

するコンピュータ市場に対処するため

に開発したミニコンピュータシステム

である｡

HITAC E-800システムは,32ビッ

ト演算を主体とした本格的ス【パ"ミ

ニコンピュータであり,従来のミニコ

ンピュータアプリケーショ ンはもとよ

I),トランザクション処理(デ【タの

発生現場での即時処理),ネットワーク

分散処理に特に威力を発揮する(図5)｡

主な特長を以下に述べる｡

(1)E-800/7,E-800/5cり二つの中央処

理装置モデル

(2)ソフトウェア,ハードウェアの拡

弓副生

(3)最新テクノロジーによるコンパク

ト化,高信栢化

(4)高いトランザクション処理能力

(5)データベース,対話処理による効

率的システムの建設

(6)充実したネットワーク分散処理機

能,及びホストコンピュータ(HITAC

Mシリーズ)との至箆合性による効率の

良い分散処理システムの構築,運用

HITAC E-600システムは,16ビッ

ト演算を主体とした高速ミニコンピュ

ータであり,命令語,入出力インタフェ

ースはHITAClOII/Lと互換性がある｡

主な特長を以下に述べる｡

(1)E-600/5,E-600/3グ)二つの中央処

理装置モデル

(2)最新テクノロジーによるコンパク

ト化

(3)催し､やすい対i講形処手堅機能

(4)プログラミングシステムと実行シ

ステムの分離,FD(フロッピディス

ク)システムとDK(石義気ディスク)

システムの提供による広範なアプリケ

ーションへの適応性

日本電信電話公社新データ網

"DDX”の支援機器の開発

実用期を迎えた"DDX''(Denden-

kosha DigitalData Exchange)は,デ

【タ通信などのディジタル情報を交検

するために,従来の公衆網とは別に建

設された公衆網であり,高速,高信相

性,短時間接続,従量料金など椎々の

特長をもっている｡サービス形態には

回線交換とパケット交換があり,互い

に独立Lた綱となっている｡

上記の特長を生かした"DDX”支援

機器の開発を図6に示すように進め,

既に数社にj采用を得ている｡これら機

器は,通信費低i成に有効な日立プロト

コルで支援されており,下記分野にね

らいを定めて更に充実を図っていく予

定である｡

(1)回線交換

高密度長電文の通信(リモートバッ

チ,ファイル転送,データエントリな

どに適用)

(2)パケット交換

低密度マンマシンインタフェースの



H汀AC MシリーズCPリー通信制御装置

(M-140H～M-200H) (H-8622～H-8666)

HITAC LシリーズCPU(L-330～L-340)

ホストコンピュータ

一

×
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D
D
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一
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●
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端末

回線交換サービス
Y

(接続時間従量料金)

光学文字読取装置(T【550/30)

ターミナルシステム(ト510/′50)
データエントリシステム(H11740)
ターミナルシステム(+-320)

ほか

パケット交換サービス
X

端末

1

1
1

1

1

1

1

_._.+

ビデオデータシステム(丁-560/20)
データターミナル(Tれ5212)
グラフィックディスプレイ(H-8844)
ほか

注:略語説明

CP](中央処理装置)
1-DDX'､(Dendenkosha DigitalD∂ta Exchange)

区】6 "DDX''支援機著旨

過信〔TSS(Time Sharing System),

問合せ応答などに適用〕

VOSlオンラインデータベース

ソフトウェアの開発

中規模コンピュータでのオンライン

データ/ヾ-スシステム用のソフトウェ

アとして,デtタベース管理プログラ

ムPDMII(PracticalData Manager

II),及びデータコミュニケーション管

理プログラムDCCM(Data Communi-

Cation and ControIManager)を開発

した｡PDMIIとDCCMとは互いに連

絡を取り合い,一体となって-一つのオ

ンライ ンデータベースシステムを構成

する｡業務処理プログラムは,マルチ

パーティ ション方式によりPDMII/

DCCMは独立した別のパーティション

で動作し,マルチタスク,非同期制御,

排他了別御といったオンライン特有の複雑

な処理をユーザーが行なう必要がない｡

業務処理プログラムでのデータベース

操作や,オンライン端末とのメッセー

ジ送′受信は,すべてサブルーチンコー

ルの形式でPDMII/DCCMを呼び出す

ことによって行なわれるので,ユーザ

ーにとっての負担が少ない｡また,ハ

ードウェアデバイス固有の処理や,障

害回復などについてもすべてPDMII/

DCCMで行ない,業務処理プログラム

のハードウェアからの独立性が確保さ

れている｡

このように,PDMII/DCCMは,特

に業務処理プログラムの作りやすさ,

転
システム管理者

端 末

VSAMカタログ

入力ステートメント

D C T

定義ステートメント

D R C/A D M

D R C

データベース

テイクショナり

データベース

ADMユーティリティ

′一一′

ディレクトリ

A D M

注:略語説明

DCT(Data Dictionary Management System)
DRC(Data Directory Management System)
ADM(Adaptable Data Manager)
VSAM(VjrtualStorage Aooess Method)

図7 DCT及びDRC/ADMの概念

連用のノ容易さ及び傾いやすさに苺点を

おき開発した｡

データディクショナリ管理システム

"DCT”及びデータディレクトリ管

理システム"DRC/ADM”の開発

データマネジメ ント システムA DM

(Adaptable Data Manager)を用いて,

データベースシステムを建設･運用す

る場合,システム規模の拡大に伴って,

ユーザーリソース(データベース定義

情報やプログラム開発に必要な定義情

報)問の相互関連が非常に榎推となる｡

このため,リソース間の矛盾が発生し

ないようにシステムを開発･変更する

ことは,デ【夕べ】ス管理者にとって

多大な負担となる｡そこで,■いノース

を容易に一元管理(蓄積及び制御)す

るソフトウェアエイドの出現が要望さ

れていた｡

DCT(Data Dictionary Management

System)は,ソースレベルでリソース

を管理するシステムであり,リソース

の現ご伏及び修正時での影響を容易に把

握することを可能とする｡

DRC/ADM(Data Directory Mana-

gement System/ADM)は,ADM実行

時の使用ライブラリを管理し,各種定

義情報の整合性及び同期保障を自動的

に行なうシステムである｡この両シス

テムを有機的に連動させることにより,

システム建設･拡張時でのリソース間

の矛盾の発生を防ぎ,容易にリソー

■■--●-は,

DRC/ADMを
使用しない場合
を示す｡

スの統fナ的管理,及び効果的運用を行

なうことが可能であり,データベース

管理者の負担を軽減することができる

(区17)｡

VOS2/VOS3最適イヒFORTRAN

77の開発

HITAC Mシリーズの汎用オペレー

ティングシステムであるVOS2(Virtu-

alStorage Operating System 2)/

VOS3で,FORTRAN(技術計算用プ

ログラム言語)の新しい言語仕様に従

ったコンパイラ(言語翻訳プログラム)で

ある最適化FORTRAN77を開発した｡

FORTRAN77は,1978年4月に改訂さ

れた米国規格ANSI(American Nation-

alStandardsInstitute)Ⅹ3.9-1978で

規定されているFORTRAN言語仕様の

呼称であり,今後の主流となるものであ

る｡VOS2/VOS3最適化FORTRAN77

は,二のFO R T RAN77に準拠し

ているほかに,次のような特長をもっ

ている｡

(1)目的プログラムを高能率化する二最

適化機能が強力であり,線形計算など

の技術計算プログラムの処理時間が,

従来製品の最適化FORTRANに比べ

5～30%短縮されてし､る｡

(2)HITAC M-180/M-200Hには,ベ

クトル演算を高速で処理するIAP

(内蔵アレイプロセッサ)がある｡最適

化FORTRAN77は,コンパイラがFOR-

TRAN7Dログラムを解析してIAPで
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匡】8 HITAC HT-5川lテレホンターミナル

実行できるかどうかを自動判定する機

能をもっている｡IAPで実行できる

場合には,目的プログラムとしてIAP

用の命令を作成する｡

(3)デバッグ機能が充実Lており,

FORTRANフ､ログラムの誤りの検出と

訂正を効率よく行なうことかできる｡

(4)TSS(Time Sharing System)端

末からプログラムを作成したり,デバッ

グするための機能を豊富に備えている｡

会話形汎用言語VOS3AP+の開発

近年のコンビュ【タのコストパーフ

オ【マンスの飛躍的な向上,人件費の

漸増及びエンドユーザーの要求の多様

化により,DP(Data Processing)部門

では計算機利用コストより もプログラ

ムの開発保守コストを重視して,プロ

グラミ ング言語を決める傾向が強く な

った｡一方,端末機器の低価格化に伴

うTSS(Time Sharing System)の本

格的な普及に伴い,エンドユーザーが

コンピュータと対話しながら自分で問

題解決を図ろうとする傾向も強くなっ

た｡このような中で,本格的な会話形

汎用言語の開発が強く要望されるよう

になった｡

(1)APLの特長

APL(A Programming Language)

は1962年に米国のアイバ【ソンが著わ

した本の標題に由来しており,次に述

べるような特長をもつi凡用のプログラ

ミング言語である｡
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図9 H-8172形言葉字プリンタの外観

(a)既存のCOBOL,FORTRANと

異をり,コンピュータと会話しなが

ら問題解決することを基本とする｡

(b)‾文法が簡i繋で修得が答易である｡

ニのため,プログラムの生産性は既

存言語に比べ3～10倍高い｡

(2)VOS3APLの特長

VOS3(VirtualStor昭e Operating

System3)APLは,(1)で述べた特長に

加えて,既存のファイルやテ【タベーー

スをそのまま処手堅できるという特長を

付加しており,更に大量データの処理

が困難というAPL自身の欠点も改善

している｡

``NHELP”対話機能(NHELP/

lF)の開発

中小形計算機用オヘレーティ ングシ

ステムVOSl-S/VOSl(VirtualStor-

age Operating Systeml-S/Virtual

Storage Systeml)の‾卜で,端末から

画血を使用L業務処理を対話的にでき

る-､NHELP''(小New HitachiEffec-

tive Library for Programming'')対

話機能"NHELP/IF''("NHELR/Inter-

active Facility”)を開発したしつ これは

簡易言語"NHELP''の対話処理川の拡

貼である｡バッチ処理用の小NHELP''

と同様に,ユーザⅧがよく使用する対

話処理業務を後に述べる四つのパター

ンに分類し,ユーザーはパターンを選択

し少数のパラメータを指定するだけで

容易にプログラムを作成できるのが特

長である｡また匝i面の定義も仙NHELP''

のパラメータでできるので,バッチ処

理用の`-NHELP”と組み合わせ,ほ

とんどすべての事三跨処王里開業務を`-NH-

ELP''だけで処理できるようになった｡

(1)データを入力するパターン

担j血を使用Lてデータを入力し,デ

【タのチェックやテ【タ形式の変換を

行ないながら順編成ファイルを作成で

きる｡

(2)マスタファイルを更新するパターン

索引川貞舶成又はL自二接編成のマスタフ

ァイルを,画｢如から人力したデータで

更新L,更新結果を画面に表示できる｡

(3)マスタファイルを担j面へ表示する

ノヾターン

川貞編成,索引川貞編成又は直手套≠鮎成の

マスタファイルを入力し,画曲に表ホ

できる｡また,表ホされたレコ【ドグ)

うち,必一変なレコードを抜き山してj順

舶成ファイルを作成できる｡

(4)処∫里手順をH由に組めるパターン

_L二記二つのパターン以外の業務に適
用できる｡

HITAC HT-5101テレホンクー

ミナノレの開発

比較的少量データを扱う本格的なオ

ンラインシステムを電話回線を利用す

ることにより,経済的に建設すること

ができるオンライ ン端末装置HITAC

HT-5101テレホンターミナルを開発L

た(図8)｡

本装置は液晶パネルによる表示,感

熱印字方式によるジャ【ナルプリンタ



｢昭和56年度の日立技術の展望+号,記事訂正

日立評論VOL,63-1題記特集号のうち,54ページイ†段11

行目,55ページ図6i主:略語説明中,及び59ページ図t7i主:

略語説明中に"Ⅰ)DX”(Dendenkoshal)igitalDatal二xchange)

と■ありますのは"nnX”(DigitalData Exchange)の注呉りに

つき,ここに1謹んでお詫び訂正申しあげます｡



図10 H-8598形ディスク駆動装置

をもち,更にモデム及びNCU(網制

御装置)を内蔵し,非常にコンパクト

な設計となっている｡

40字×2行の表示部によるガイダン

ス表示,あるいは入力データの各種チ

ェックによるクリーンデータの作成な

どが可能であり,データの集配信,問

合せ,在庫管理業務などを行なうこと

ができる｡なお,自動ダイヤル機能を

標準装傭し,インパクト7Uリンタほか

の豊富なオプションがそろっている｡

周辺機器

H-8172形漢字プリンタの開発

H-8196-20形/30形高速漢字プリン

タのファミリ として,中規模HITAC

システム向けの経音斉的なシステムプリ

ンタを開発した｡本機は現行プリンタ

がもっている書式オーバレイ,オンデ

マンド外字処理,英･数字,片仮名文字

モード切り替えなどの優れた諸機能を

装備し,そのうえ小形化,省電力化を

図った高性能機である｡本機を支援す

るソフトウェアは,VOSl-S(Virtual

Storage Operating SystemトS)か

らVOS3までの広範囲なものであり,

H-8196-20/30と併設した運用やHImC

L,340に接続した小規模システムでの

漢字帳票の出力など,あらゆる業種の

漢字出力に対応できる漢字プリンタで

ある｡

既に発表されているKEIS(Kanji

Processing ExtendedInformation

図11DK800シリーズ磁気ディスク装置 図12 H一朗87-A10形磁気テープ装置

System:漢字情報処理システム)の主

要機器として需要の伸びが期待されて

いる｡外観を図9に示す｡

25億バイト1台のH-8598形

ディスク馬区動装置の開発

H-8598形ディスク駆動装置(図10)

は,データファイルの大容量化及びデ

ータ転送の高速化の要求にこたえるた

めに開発されたディスク駆動装置であ

る｡主な特長を次に述べる｡

(1)12億バイト容量のヘッドディスク

アセン7すり(HDA)2個から構成され,

1台当たり25億バイトの容量をもつ｡

もつ｡

(2)本装置には,独立に駆動できる4

個のヘッドアクセス系が装備されてい

る｡また,デバイスクロスコール機能

をもち,これによリンステムスループ

ットが更に向_Lできる｡

(3)平均アクセス時間は16ms,またデ

ータ転送速度は300万バイト/秒であ

り,従来装置よりもそれぞれ20%及び

50%の向上となる｡

なお,本装置は,HITAC M-200H及

びM-180システムに接続される｡

8in磁気ディスク装置の開発

今回小形ディスク装置の新機種とし

て開発したDK801,DK811ディスク装

置は,従来の14in径に代わ-),8in径

のディスクを採用している｡これによ

リ,装置の大幅な小形化,低価格化を

図ることができた｡DK801,DK811デ

ィスク装置はファミリとしてJ与通イン

タフェースをもち,記憶容量は6.9,

13,9,23.5及び47Mバイトと幅広い谷

量をカバーするとともに,汎用マイク

ロコンピュータや専用L SIの採用に

より,従来機種以_Lの性能をもちなが

ら形状,消費電力は各々従来機の約÷,

÷と小形化され,省エネルギー化を実

現した｡このため,現在急成長を続け

ているオフィスコンピュータ市場をは

じめ,幅広い分野での需要が期待され

ている(図Il)｡

高密度･小形磁気テープ装置の開発

最近,電子計算機用磁気テープ装置

は,本来のコストパーフォーマンスに

加えて,省エネルギー化,小形化,操

作の容易怖が強く求められている｡こ

の顧客要求にこたえるため,次の小形

磁気テープ装置を開発した(図12)｡

(1)H-8487-AlO形磁気テープ装置

(2)H-8467-AlO形磁気テープ装置

(3)H-8481-AlO8,A¶208,A-216形

才蔵気テープ制御装置

本装置は,6,250/1,600bpi,1,600/

800bpiの記録密度と,3.2m/sのテープ

速度をもつ｡このほか,小形システムや

OEM(OriginalEquipment Manufac-

tures)用に適したラック搭載可能な機

種も合わせて開発され,広い要求に対

応ができるようになった｡
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図13 HITAC T-560/20ビデオデータシステム

端末機器
HITAC T-560/20ビデオデータ

システム

T-560/20ビデオデータシステムは,

昭和54年9月発表以来順調に｢Il荷され

ているが,多様化する顧客ニーズに対

処するため,新規に次の各端末機器を

開発し,機能の拡張強化を行なった｡

各機器の主な特長は,次に述べるとお

りである｡

(1)タイプⅠⅠⅠ(漢字処理)

漢字8,000種の表示,印字及び外字処

理機能をもつ本格的漢字処理端末であ

る(区I13)｡

(2)グラフィックディスプレイ機能

折れ線グラフ,円グラフをはじめ簡

単な図形表示を可能にしたディスプレ

イである｡

(3)APL機能

APL(A Programming Language)

文字の人力,表示及び印字が可能であ

る｡

(4)20inカラーディスプレイ(20in大

形表示)

(5)スタンドアロン形ディスプレイ(特定,

公衆通信回線)

T-560/20カラーグラフィック

ソフトウェアの開発

T-560/20カラーグラフィック端末に,

図形やグラフを表示するためのソフト

ウェアCGDM/BGF(Character Graph-

ic DisplayManager/Business Graph-

ics Feature)(図14)を開発した｡

58

図I5

CGDMは図形作成用の基本機能及びキ

ャラクタの入出力機能を提供する｡-一一

方,BGFはCGDM上に構築されたより

ハイ レ/ヾルのソフトウェアで,棒グラ

フやHグラフのような標準的ビジネス

グラフを簡単に作画できる機能を提供

する｡ユーザーはこれら双方を駆使す

ることによって,種々の数値情報を容

易に図表の形に実現が可能となる｡更

に対話形ユーティ りティを使えば,プ

ログラミ ングを行なうことなく グラフ

ヤシンボルの作成も可能である｡これ

らのプログラムは,VOSl/2/3(Virtual

Storage Operating Systeml/2/3)

の対話,オンライン環境で動作する｡

現金自動取引装置"HT-5865-1

ATM”の開発

銀行窓口の省力化,繁忙時間中での

取引能力の強化,顧客待ち時間の短縮,

OS

▲■
T【560ノ20

HT-5865-1ATM(現金自動取引装置)

取･Jl時間の延長などを目的とし,HT-

5865-1ATM(現金自動取引装置)を開,発

した(国15)｡

従来の装置が支払専用であったのに

対し,本装置は支払,預入,記帳の機

能をもち,多科目取引が可能である｡

主な特長は,小形･軽量,取引速度

の向上,預入紙弊の一括投入,音声に

よるガイダンス,モジュール方式によ

る自由な構成などで,操作性は従来機

種に比べ大幅に向上してし､る｡

･情報処理
野村芸登券株式会社分散形総合

オンラインシステムの完成

野村澄券株式会社の第二次総合オン

ラインシステムは,昭和51年の計画開

始以来4年の開発期間を経て,昭和55

年4月全面積動に入った｡このシステ

ムは,東京センタに設置された5台のホ

対話形ユーティリティ

ユーザーアプリケーション

CGDM BGF

注:略語説明 OS (Operating System)
CGDM(Charaoter Graphic DISPねy Manag即)
BGF(Business Graphics Feature)

区I14 CGDM/BGFの構成



HITAC Mシリーズ

ホストコンピュータ ホストコンピュータ ホストコンピュータ

ホストコンピュータ

仙台

東京

9.6k

名古屋

TC

丁-590/15

端末群

大阪

48k

広島

9.6k M-170士1

継続投資

M-170王2

営業情報

M-170士3

公社債取引

〕-1100ノ/81淀1

株式取引

∪-1100′′′81士[2

口座管理

注:略語･略図説明

○HIPA-NETノードプロセッサ(東京局は6台のノードプロ

セッサで構成)
仙台回線を除き幹線は

すペて48kbps

TC(ターミナルコントローラ)

図16 野村謹券株式会社分散形ヲ総合オンラインシステム構成

ストコンピュータに各々異なる業務処

理を受け持たせ,全国104の営業店に配

備された3,400台の端末群と,自営のパ

ケット交換網により接続された画期的

な分散形総合オンラインシステムであ

る｡図16にシステム構成を示す｡

HITAC M-170による3台のホスト

コンピュータ,T-590/15ターミナルシ

ステム及びHIPA-NETパケット交換シ

ステムを葬内入するとともに,分散シス

テムの構築に当たってはご'HNA､'(◆-Hi-

tachiNetwork Architecture､')を初

めて全面的に導入し,システムの基本

構造を統一している｡

日立ネットワークアーキテクチ

ャ"HNA”による複数システム

ネットワークの開発

"HNAl'("HitachiNetwork Arc-

hitecture'')では,校数のシステムを

接続し,互いのシステムがもっている

ネットワークリソースを共用する分散

ネットワーク機能を追加した｡

この機能をHITAC Mシリーズの

VOS3(VirtualStorage Operating

System3)の‾‾Fで動くECS/VmM(拡

張仮想通信アクセス法)及びCCP(通信

制御処理装置)内で動くECS/NCP(拡

張通信網制御プログラム)で実現した｡

固けに複数のシステムをCCP共用及び

回線で接続した分散ネットワークの例

を示す｡同図に示すように,ネットワ

ーク中の端末は任意のホストコンビュ

ECS′′■′VTAM

CCP ECS.′√′′NCP

交換網

非`-HNA”端末(TSS用)

ECS/VTAM

DDX

(パケット交換網)

専用端末 ト590など

ECS′′′vTAM

ECS/NCP

``HNA''端末

CCF

注:略語説明
ECS/VTAM(拡張仮想通信アクセス法)

ECS/NCP(拡張通信網制御プログラム)
CCP(通信制御処理装置)

"DDXで■Dendenkosha Djgita=〕ata Exchange'')
``HNA'で`Hitach-りetworkArchitecture'､)
TSS(Trme Shar【【g System)

図17"HNA”の複数システムネットワーク機能によるネットワーク構成

【タと通信でき,更に,ホストコンピ

ュータとホストコンピュータとの過信

もできる｡二れによって,機能分散,

負荷分散ネットワークが構築できる-J

都道府県における財務会計

オンラインシステムを開発

最近の厳しい経消情勢は邪道府県に

対Lても行財政の効率化の要請を強め

ている｡広島県ではこの要請に対応す

るために,財務会計オンラインシステ

ムを開発し,昭和55年度から本庁と地

方機関を通ずる運用を開始Lた(図18)L-

HITAC M-160Il

(中央計算機)
予算データ

･議決予算

･配当

･令達

現行サブ

システム

給与,方有責,生活保護

恩給･年金,税金,

授業料,電気料金
ほか

支払

案内

財 務 会 計

オンライン

フ ァ イ ル

バッチ処理

シ ス テム

各種報告書
検査資料 決算報告書

図柑 財務会計オンラインシステムの概要

財務会計は行政柄動を支揺する希要な

内部管理事務であり,本システムでは,

‾戸常軌行管理,収入･支出管f里,歳人･

歳出外現金管王理及び支払,照会の各事

務を 一貫して処理している｡二れによ

り,財務会計の情報は計算機の外部記

憶装置に自動的に記録され,帳簿付け

などの手作業が大幅に減少Lた｡重た

県全体の情報を即時に把握することが

でき,予算の適正かつ効率的な執行に

寄与することとなった｡本システムは

中央の計算機としてHImC M-160ⅠⅠ,

端末とLてHITAC L-320/9を28千丁採

用している｡

H】TACト320/9 28台

(端 末 機)

]□
ロロ
⊂I

端末設置場所

票

･本庁予算主務課及び地方出納組織

業務

予算執行管理

支出管理

収入管理

歳入･歳出はか現金管理

照会
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計算機室
HITAC M-200H

A O M

自動電源

切断機構

処理装置

監視機構

システム停止

警報機構

(処理の終了) (OSの異常)

コンソール

異常警報機構

(計算機の温度,

電源異常など)

(計算横の部分的異常)

温･湿度
感知器

空 調 機

室内の
温･湿

度異常)

(電源しゃ断指令)

無人運転監視盤
(電源
異常)

リレー回路

分 電 盤

(電源しゃ断指令)

守衛所 (電源入･切状況)

無人運転表示盤

注:略語説明

AOM(Auto.OperationMo=itor)
OS(Operaいng System)

図19 無人運転システムの構成例

無人遷幸云システムの適用

分子科学研究所,中国電力株式会社

ほかでは,HITAC M-200Hシステム

で,計算機の深夜完全無人運転を行な

っている｡このシステムは,HITAC

Mシリーズの無人運転を支援するハ【

ドゥェア,ソフトウェアを全面的に才采

用している(図19)｡中心的役割を果た

すAOM(自動化モニタ)は,コンソール

メッセージの自動応答など,運転員に

代わり運転状況の監視を行ない,業務

が完了したときはシステムを自動的に

停止させるソフトウェアである｡

自動電i原切断機構は,AOMの指令に

よって計算機の電源を自動的に切断す

るハードウェアである｡このほか,計

算機各部の温度,電卓原異常などを検知

するシステム停止警報機構,計算機の

部分的な障害を検知する異常警報機構,

OS(Operating System)の異常を検知

する処理装置監視機構などのハードウ

ェアを使用している｡更に,無人運転

監視盤を設置し,無人運転の状態表示,

電源空調設備の異常検知を行なうとと

もに,業務完了時,又は異常事態発生

時に分電盤の電子原切断を行ない,完全

に各機器を停止するようにしている｡

無人運転システムは,現在順調に運転

されており,運転の省力化,省エネル

ギー化などに大きな成果を挙げている｡
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意思決定問題

分析
1･問題の分析
2.決定プロセス

の分析

支援システムヘの

要求仕様

1.支援機能

･既存パッケージ
利用

･新規ソフトウェ
ア開発
2.会話の流れ

HITAC Mシリーズ

OS

制御ソフトウエア

CASE-BDM

l.既存の経営科学プログラム

パッケージの会話形制御

2.分析手法利用ガイダンスの

付加

3.独立プログラムの連続実行

4.会話制御プログラムの自動

生成

既 開 発

ソフトウエアパッケージ

特定問題向 け モデル

シミュレーションソフトウェア

T560/20端末

漢字･カラー
表 示

経 営
データ
ベース

注:略語説明

CASE-BDM(CompリIerAided SystemE=gi=eeri=g一日usiness
Decis‡0nlMaking)

OS(Operating System)

図20 CASE-BDMによる意思決定支援システムの生成

ビジネスにおける意思決定支援

システム"CASE-BDM”

経営情報システムの課題は,業務の

専門家(計算機の非専門家)が多様な

問題の解決のため,即時かつ直接利用

できる会話形意思決定支授システムの

開発である｡CASE-BDM(Computer

Aided System Engineering-Busine-

SS DecisionMaking)は会話形システム

の開発を容易にするための制御ソフト

ウエアである｡CASE-BDMの制御の

もとに,データ分析プログラムや特式三

間題向けのモデルを組み込むことによ

り,利用部門のニーズに即応した意思

決定支援システムを手軽に構成するこ

とができる(匡120)｡CASE-BDMの特

徴は,既存のプログラム群を活用して,

システム化するための支接機能を豊富

にもっていることである｡また,新し

いソフトウェアが必要な場合も会話処

理は本ソフトウェアが制御するため,

開発コストが軽i域される｡

医療事務ノヾッケージ"HIHOPS-

M”の開発

病院でのコンピュータシステムの導

入は,医療技術の高度化,福祉行政に

伴う医療事務の複雑化に対する対策と

して,医ブ乗車務のシステム化を中心に,

昭和48年ごろから急速に高まr),昭和

55年現在で約20%の病院がシステム化

(汎用計算機,ミニコンビュータ,マイ

クロコンピュータを含む｡)を実施してい

るが,今後更に普及することが予測さ

れている｡このような背景から,HIT-

AC M,Lシリーズ用の医三寮事務シス

テムの標準プログラムとして∴`HIHO-

PS-M''(いHitachiHospitalSystem

on M Series

称)を開発した｡

身の"HIHOPS一

席保険法改正,

:日立ソフトウェア名

"HIHOPS-M''は,前

-1''の実績を踏まえ,健

診療報酬改訂など予想

されるシステム変更に対する保守性,

適用件を高めるため,徹底的なテーブ

ル化を図っている｡本プログラムの適

用範岡は,医療事務,すなわち患者受

付,外来窓口の料金請求,入･退院窓

口での手続き,入院費の計算と請求,

診蝶報酬請求及び病院管理統計の業務

である｡本プログラムは,社会保険広

島市1毛病院,国′家公務員共†斉組合連合

会新小倉病院,名古屋市立緑市民病院,

日立総合病院などで既に稼動している｡

"HIPACE”の開発

近年,コンピュータを用いたア70リ

ケーショ ンシステムの開発に当たって

は.対象業務の複雑化,大規模化によ

る開発コストの増大や,環J寛の変化に

応じたシステムの変更･保守コストの

増加に悩まされている｡このような背



①E=∃
問題発掘･整理の

ための手順･技法

システム計画 システム設計 プログラム設計 7)ログラム作成 E∃ 移 行 運用･評価

シ ス テ ム 開 発･維 持 の た め の 手 順 技 法

シ ス テ ム 開 発 標 準 手 順(S P D S

手

順
･
技

法
･
ツ

ー

ル

業
種
向
け
手
順
･
技
苧
ツ
ー
ル

ニ ー ズ分析

標 準 手 順

問題発掘･

整‡里技法

(PPDS)

支援ツール

(PPDS-HSA)

システム計画

標 準 手 順

システム計画

技 法

システム設計

標 準 手 順

システム設計

技 法

プログラム設計

技 法

プログラミング

技 法

シ ス テ ム 管 理 標 準 手 順

プ ロ ジ ェ ク ト 管 王里 標 準 手 順

要求定義分析ソフトウェア

生産管理システム

分析･設計技法

システム開発標準手順(SPDS)

システム計画
標 準 手 順

システ ム設計
標 準 手 順

プロ グラム開発維持支援システム(C O R Aし)

運 用 管 理

シ ス テ ム

(ハHOPSSl-)

大規模オンラインシステム建設技法(特に金融システム)

プログラム構造

設 計 技 法

プロジェクト管理
標 準 手 順

(ワークシート)

国
作業要領

＼ /

記 入 済 み

ワークシート

(苧キュメン引◆甲●
∈司

/

■ -･へ

● へ

､

左官毒[』[こ』

システム管理
標 準 手 順

田
シ
ス
テ
ム

設計書

(技法集)

コーティ ング

技 法
テ スト 技法

注:略語説明

(a)
諾呂喜主旨㍍i宍昌d諜乙ミミ忘乞?;etと0£ミニぢ芸P式ミミと謂)
CORA+(Customer Oriented Appl】CatlOn P｢Og｢am

Deve10Pme=t aid芦ystem)
･･HOPSS､■(`≠tachiOperat10nS叩POrtSysteml')
PPDS-HSA(PPDS-Hierarchica】Structura-AnalYSis)

(b)

図21(a)``HIPACE”構成要素の位置イ寸け,(b)システム開発標準手順の適用概念

景から,アプリケーションシステムの

効率的設計技法"HIPACE''("Hitachi

Phased Approach for High Pro-

ductive Computer System's Engi-

neering)が開発された｡"HIPACE''は,

ユーザーのニーズ分析からシステムの

計画･設計･プログラム作成･テス ト

運用に三至るまでの作業を一貫した思恕

に基づいて体系化したものであり,標

準手順,支援技法及び支技ツールから

構成されている〔図21(a)〕｡その中心と

なるSPDS(システム開発標準手順)

は,システム計画フェーズに重点を置

き,標準的ワークシートの設定により,

利用部門参画によるシステム開発を可

能とするとともに,作業の効率化と信

東副生の向上を図っている｡また,プロジ

ェクト管理とシステム管理(コンピュ

ータリソースの集中管理)の標準的ワ

ークシートも設定している〔同国(b)〕｡

支援技法としては,PPDS(問題発掘･

整理技法),構造分析技法,構造設計技

法及びCOBOL,PL/Ⅰによる構造化

プログラミング技法を開発した｡また

支援ツールは,PPDS-HSA(問題発掘･

整理技法支援ツール),要求定義分析ソ

フトウェア,CORAL(プログラム開発

維持支援システム),"HOPSS''(連用

管理システム)を用意しており,シス

テム開発の効率化を実現している｡

HITAC Mシリーズアプリケー

ションプログラム"PAS”の開発

HITAC MシリーズのVOS2(Virtual

Operating System2)/VOS3用のプロ

ジェクト管理支援システムPAS(Pro-

ject ControIAssisting System)を

開発した｡

従来のシステムは,日程計画を中心

として主に計画f那皆で使用されること

が多く,プロジェクトの完了までを管

理することは少なかった｡本システム

は,作業をスケジュールした後,各担

当者に対して作業指示を行ない,実績

報告を受け取ることを基本的な連用形

態としている｡このため,従来のシス

テムに比べて進捗管理,分析,予測機

能が強化されている｡

主な特長を次に述べる｡

(1)資手原及び費用を含めた総合的なプ

ロジェクト管理支援システムである｡

(2)個人又はグループ単位に管理でき

るため,プロジェクト管理者の労力を

軽減できる｡

(3)データの大半は辞書として登録さ

れる｡また,類似プロジェクトの複製

ができるため,プロジェクト計画の省

力化ができる｡

(4)報告書の内容に応じて臼･1力できる

権限を設定し,機密の保護ができる｡

(5)時間の単位として島時間から1日

までを使用することができるため,ほ

とんどのプロジェクトに対し適用する

ことができる｡
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り､- ド ゥ ェ ア 構 成

･デ
ー

タ セ ット 配 置

･セ ンタ運営パラ メ
ータ

･T S S 負 荷 情 報

り(ッ チ 処 理 情 報

入力

注:略語説明

PRIME3(Pe=0rmanCe Review Modelfor VOS3)
TSS(Time Sharing System)
VOS3(Virt=alStorage Operating System3)
l/0(hput/Output)

図22 PRIME3のモデルと性能評価の概要
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T S S
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ヅ而
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ケ

ジ

ユ
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ラ
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空間

処理

バッチの

発 生 _l;r
末

制

御

管 理

1;:
ll

ll

ll
ll

ll

入 出 力

制 御†1
応答時間

統計情報

†l

l/0

L__●______+ L_

■
一
+

出力

り､-ドゥェア利用率

･TSS応答時間分布

■バッチスループット

事務管王里重

恩牟
(仕様書及び定義書の作成)

漂鞘
てコンパイル勉

(プログラムテスト)

告 空ヨ
(管‡里情報問合せ)

図23 CORALによるシステム開発手J憤

VOS3･性青巨評佃iツーノレPRIME3

の開発

VOS3(VirtualStorage Operating

System3)は多様化Lたユーザーの-諸

要求にこたえ,かつ高作能なノ＼-ドゥェ

ア能ブJを発揮させるための悼雉な制御

機構を備えている｡このため､袴雉化

した処押機構を谷易に解析r評価でき,

かつ作能改善に子立_､ンニつ作能i沖価モデル

が必要である｡

PRIME3は1大形計算機を制御する

VOS(VirtualStorage Operating

System)3の制御機構を含むシミュレ

ータであり,惟能評価を行なうばかり
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マシン室

仕様書及び定義書

CORALデータベース

仕様書言語

コンパイラ

プログラム

ライ ブラリ

プロ グラム
テ ス ト

ADM定義
ゼネレータ

CORAL

ADM

VOS2･■VOS3

HlTAC

計算機

でなくVOS3の処f里プ7式の設巨汁を支援

する機能も備えている｡特に,イく確定

要素が多くん仁冷暗間の事前評価の必要

なTSS(Time Sharing System)に対

し有効な件能評価､ソ【ルである｡PRIME

3の使梢に当たっては,図22に示した

ような負荷モデルを設定する必要があ

る｡二の入力により,PRIME3はVOS

3とはぼ1訪j･一の動作をシミュレートし,

性能に関する各柿の統計情報を出力す

る｡この結札 顧客要求を満足させる

システム構成の決1主,及び件能の予測

が可能となるばかりでなく,性能改善

に関する基礎情封iも得ることができる｡

〔
性
能
評
価
･
処
理
方
式
設
計
支
援
〕

注:略語説明

CORAL

(Customer orlented
App】-Ca‡io=Program

Deve10PmeM System)
ADM

(Adapta抽DataManager)
VOS2/3

(VirtualStorageOperating
System2/3)

プログラム開発維持支援システ

ム"CORA+”の開発

CORAL(Customer Oriented

Application Program Development

System)は,EDP(Electronic Data

Processing)部門を中心とした大規模

システムの開発や維持,改良に適した

生産性向_Lのための支援システムであ

り,次に述べるような特長をもっている｡

(1)H本譜(片仮名)でプログラミング

ができる｡

(2)デシジョンテーブルでロジックを

平易に表現できる｡



検索ガイド
(同音異字/同字)

ヒタチカズオ

氏 名

日立一夫_

8立和声な

日食一和声生

住 所

子細且か勾00

川崎命令痺芭Xメ

告射市左如△A

顧客情報

[∃:∃∃匿:≡丈

巨∃百

図24 文書管理システムの基本機能

イ■

(3)視一党性の良いフォーマット用紙を

用意している｡

(4)対話処理で開発･保守が行なえる｡

(5)システム開発関連情報を-･元管理

している｡

CORALは,図23に示すように,シ

ステム開発の各段階で利用できるよう

に豊富な機能をもっている｡

イメージ処王里機能をもつ文書管

理システムの開発

大谷量光ディ スクメモリやファクシ

ミリを用い,文書情報の蓄積,検索,

編集及び伝送を行なう新しい文書管理

システム(図24)を開発した｡従来のオ

フィス計算機は,英数字,片仮名,漢

字などのコード化情報の処理に限定さ

れていたが,本システムでは,これに

加えて,手書文字,図表,印影などの

イメージデータが扱える｡また,画像

の切出,合成,転記,作表などのイメ

ージ編集機能をもつ｡欧米と異なり,
我が国では漢字の入出力がネックとな

っていたが,本システムの開発により,

手書文字を直接入力し容易に処理でき

るようになった｡文書情報の蓄積,検

索処理はもちろんのこと,イメージ編

集による文書作成,追記修正,メモ交

換など,オフィスオートメーションの

検索
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有力な手段とLて､各柁の‾文吉管理業

務に適用できる｡

オフィスワーク用高一幾能情幸艮検

索システムを開発

図形･画條を含む各椎情報を,的確

かつ迅速に検索･更新できる機能は,

オフィ ス業務の自動化･効率rFり上のた

めの基本機能として,近年,特に重要

視されてきている｡

凶形･画像をマイクロフィッシュに,

数値その他の情報を磁～tディスクに蓄

図25 オフィスワーク

用高機能情報検索シス

テムの外観図

作 表
複葉化一■◆

顧客情報

重要顧客リスト

No. 氏名 住 所

1 紘一失 碑帖九叫】¢

2 孟柑え櫛搬･

3 人月良粥八壬坤斗柵-
4

5

積し,対‾許形で検索更新できる高機能

情報検索システム"HIPACS”(Hitachi

Image Pack and ControISystem-

100)を開発した｡+以卜に,その特技ノ･∴く

を述べる｡

(1)適用業務別に定まる情事削剖雀の観

点に基づいて,索引語を分頬しておき,

質問記述キーワードの分類観ノ.うこを判定

しながら,自動的に検索論声堅強算を行

なえる｡

(2)ブックキ円からワンタッチでキー

ワードを人力できる｡

(3)し月形･画像と数値データの対J心を

対話形で更新できる｡

画像表示

(マイクロフィ17シュ検索機)

数値データ表示
(キャラクタディスプレイ)
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汎用計算機
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LX(リンケージXパスコントローラ)
X(Xパスコントローラ)
SYSCON(システムコンソール)
MAC(マルチアクセスコントローラ)
M//D(磁気ドラム〉
M/T(磁気テープ)
CLC-H(通信制御装置)
CRT(ディスプレイ装置)
T/W(タイプライタ)
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L./や(ラインプリンタ)
C/R(カードリーダ〉
Pレ℃(プロセス入出力装置)

SEO.CTL(シ【ケンスコントローラ)
DFW(データフリーウェイ)

MST(マスタステーション)
】ST(インテリジェントリモートステーション)
CST(コントロールステーション)

/ノーCOMP(マイクロコンピュータ)

図26 HIDIC 80Eマルチコンピュータシステムの構成例

制御用,コンピュータ
HIDIC 80/80Eマノレチコンピュ

ータシステム

計算機制御に対する処理能力,信綿

性の飛躍的向上二【ズにこたえるため

に開発したHIDIC 80/80Eマルチコン

ピュータシステムは,最大8重系まで

の密結合マルチ構成を可能とし,オン

サイト拡張性とシステムの高信頼化の

双方を実現した｡

本マルチコンピュータシステムの代

表的構成例を図26に,主な特長を以下

に説明する｡

(1)二重化した高速共有メモリ(グロ

ーバルメモリ)をハードコア(核)とし,

最大8台の処理装置を結合したロード

シェア,Ⅳ:1デュプレックスなどの

高度なシステム構成が可台巨である｡

(2)共有Ⅹバス入出力インタフェース

を備え,任意のⅠ/0(入出力)を任意の処

理装置から制御する犯:mマトリック
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図27(a)川DIC O8一+Cユニット,(b)lBP

ススイッチ機能により,柔軟なシステ

ム構成を可能としている｡

(3)高速ファイルを作意処理装試問で

共用する8ウェイMAC(マルチアクセ

ス桟橋)及びファイル障害対策として

のファイルニ垂化機構を備えてい'る｡

(4)多重計算機間の和瓦監視,連絡割

込通知のためLX(相互連絡叩バス)を

備え,これにシステムコンソールを接

続することにより,オペレータによる

マルチシステムのこ状態監視,システム

運用,構成制御指令を可能にしている｡

本マルチコンピュータシステムは,

既に100システム以上の納入実績をも

っており,更に昭和55年度では日本国

有鉄道納め東北新幹線電力管理システ

ム,束京電力株式会社納め店所給電所

システム,原子力工学試験センタ納め

大形加こ阪台制御システムなど,35以上

の大規模,高信頼化システムを完成し,

納入した｡

⊥義+

マイクロコントローラ"HIDIC

O8-+C”の開発

16ビットワンチップカスタムLSIを

ベースにした超小形制御用マイクロコ

ントロ【ラ"HIDIC O8-LC■'を開発し

た｡HIDIC上位計算機と接続した分散

システムの下位機として,またスタン

ドアロンシステムとして使用が可能で,

用途はDDC(Direct DigitalCont･

rol)から,アナログとシーケンス制御

i昆在,シーケンスとデータ処理混在シ

ステムまで幅広くイ吏用できる｡プログ

ラミングは,BOOK式キーボードを用

いたIBP(Interactive Block Prog-

rammer)によりプロ､ソク同方式で容

易に行なえる｡その他,多様なプロセス

入出力装置,フアンレス密閉構造によ

る耐環境･保守件の向_L,.豊富なRAS

(Reliability,Availability,Service-

ability)機能にその特長がある｡

標準フ戸口セス入出力管玉里システ

ム"PDMS”の開発

LSI技術･伝送技術の発達に伴う,

端末のインテリジェント化,システム

の分散化の傾向に対応して,複雑･多

様化するデータ処理方式や,広範なシ

ステム構成に適応可能な標準プロセス

入JI_1カシステム"PDMS''(Process

Data Management System)を開発

した｡表2にその構成及び機能を示す｡

主な特長として,

(1)物理構成仕様･入出力点仕様の定



表2 "PDMS”の構成と寸幾能

分 類 能

データ定義･保守機能

/ヾッチ形定義
●物理構成仕様定義(Pり0構成定義言語)

●入出力点仕様定義(PV,+∨点F】Fシート)

対言古形定義 ●入出力点仕様の登妄桑･変1更･追加･削除

ドキュメント
●P卜/0構成マップ出力

●入出力貞一覧表出力

入 出 力 実 行 機 能

●スキャニング(スケジューリング,負荷平滑化)

●基本入出力実行(Al,AO,Dl,DO,パルス,割り辺)

●工学変換(スケール変換,補正-･･-･･)

●計算処理(積算,最大･最小･平均計算)

●監視(上下限,上上下下限,変化率検定……)

●ニ状態変化検出(ソフトウェア割込)

テ ス ト 機 能

●l【HIT巨ST/F''によるプロセスシミュレーションテスト

●オペレータコンソールからのプロセス入出力シミュレーション

●入出力モニタリング

注:略語説明

Pl/0(Proc(∋SS

PV(Process

LV(+ogioal

FIF(F川In

``HITEST/F''

l叩Ut/0utput)

Varlable)

Varlab暮e)

the Form)

Al(Ana【oglnput)

AO(An∂10q OしJtPUt)

Dl(Dlg11aトlnt)Ut)

DO(Diglta10utput)

(▲`Hitachjlntegrated Test SYStem/乍u11CtlOn”)

義を効率よく(バッチ形＋対話形),か

つ誤りなく行なえ,これによりプロセ

スデータの人出力を,プロセス人=力

装置や計器などのハードウェアの介在

を意識せずに行なえる｡

(2)分散システムなど多様なシステム

構成にヌ寸して,機能分散の一拉適化を阿

り,性能を確保しながら柔軟に対処可

能である｡

(3)プロセスとの接続ができない環境

でも,テストシステム 山HITEST”

("HitachiIntegrated Test System'')

を用いてシミュレ【ショ ンテストがで

きる｡

などがあり,信頼性の高いシステムの

早期実現が可能となる｡

HM-2713/2719形高精細度

カラーモニタの開発

近年の電子計算機システムは,取り

扱う情報量の増加に従いディ スプレイ

のカラー化への要請が人きくなり,1979

年発表されたIBMのカラーディ スプレ

イにより,業界はいっせいにカラー化

へと動き始めた｡これに伴い,従来の

デルタ電子銃のものよりも安価なモニ

タの出現が待望されていたが,このた

びインライン電子銃ブラウン管を採用

し,安価で高精細度のカラーモニタ

(図28)を開発した｡以下にその特長に

ついて述べる｡

(1)セルフコンパーゼンスが可能で,

この調整が不要である｡

(2)0.31mmピッチのトリオドットけい

氾而と仁二帯域(25MHz)ビデオアンプに

より,鮮明で烏解イ象度の画面が行られる｡

(3)制御回路を1柁のプリント抵触に

収め,かつ引=し構造とすることにより,

.洞繋,保守が前面から容易にできる｡

生産現場向け端末H-7622Cの開発

この装置は,制御fH亡汁算機システム

の分散処理傾r‾占Jに対んじして,分散した

生産現場に設置L,手軽に佐川できる

マンマシン端末として開発されたもの

で,豊富なオペレーションのバリエー

ショ ンと耐環境性をもっているデータ

ターーミナルである｡

表3 主な仕様

図28 HM-2了19形カラーモニタ(19‥1)

､妾

装置の二卜な柑土主を次に述べ,その什

楳を表3にホす｡

(1).呪場のニーズにfナわせて過択でき

るように,2穐頬のタイプの端末を拙

伏している｡

(2) 一利御部に二拉大8子i,カスケーート

に妓高1kIⅥまで接続11一能で,経済nてJな

Jユこ域分散設帯が叶能である｡

(3)80欄紙カードに磁1〈ストライプを

施した磁与毛カードを試売み取る読取器を

接続することができる｡

(4)本装置は]軋場設置を前提に設計さ

れ,ンこ仝防塵構造を実現している｡

(5)本装置はデ【タ伝送で,水-‾､ド,ヰ

直パリティチェック,制御手順チェッ

ク及びデータ合理作チェックを実施し

た高信相伴を確保している｡

項 目

イ土 様

H-7622C-21(1形) H-7622C-22(Tl形)

接 続 台 数 8台/CE 8台/CE

伝 送 速 度 約300バイト/秒 約300/ヾイト/′秒

入 力 部

テー一夕キー 数字,英字,記号 数字,英字,記号

ファンクショ ンキー 16イ回 8個

コントロールキー 事3個 7個

出 力 部

ファンクション+ED 】6 16

データ表示
256文字70ラズマティスプレイ 32文字プラズマディスプレイ

(英字,数字,片仮名,記号) ■(英字,数字,片仮名.記号)

オプション
石違気ストリーグ 1 l

入出力付加機構 】(トークンリー究バーコードリーダ) =トークンリーダバーコードリーダ)

設置条件

重 量 約20kg 約15kg

外形寸;去 幅480)〈奥行490×高さ305(mm) 幅400×奥行300×高さ450(nlm)

温 度 0へ-45凸C 0---45つC

湿 度 10---90%RH 10---90%RH

)主:略言吾説明 LED(発光素子ダイオード)
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